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中間テストを振り返って 

１日目 １０月１３日 （木） 
 教科 ✐テストコメント 

１

限 
社会 

今回はテスト範囲が今までで１番多く、１日目の３教科との組み合わせだ

ったので、テスト勉強も大変だったと思います。そんな条件が重なったため、

多くの人は点数が下がってしまいましたが、一喜一憂するだけで終わらずに、

次の期末テストに向けて早く気持ちを切り替えて、改善策を考えていきまし

ょう！ 

次のテストからはいよいよ歴史的分野がメインになっていきます。歴史は

地理に比べて覚えるべき単語が増えるし、漢字も難しくなるので大変ですが、

「地理より歴史の方が好きだ」という人も多いので、授業・テストともに期

待しています。 

 

２

限 
理科 

 今回のテストもそうですが、復習プリントであったり、白プリであったり、

配布されているプリントをきちんと復習できた人は着実に点数につながって

きていると思います。 

 自分で考える→答え合わせする→間違いなおしをする  という流れを着

実にこなしていけるようにしましょう。 

 理科が苦手な人はまず重要用語を意味も含めて理解することをまず心がけ

てみましょう。 

 次回のテストも期待しています。 

 

３

限 
数学 

「問題集と白プリの問題を分かるようになるまで勉強する」という事をした

人は、きちんと点数に繋がっていたと思います。分からない問題を、質問し

た後に、もう一度自分で解く。そこで解けて初めて理解した事になります。

変域や、グラフの条件から式を求める問題は、頭で考えるのではなく、問題

に書いてある条件を、図に書いてイメージをつかむ事がとても大切です。 

これからの単元は、問題を自分で図にする、という事がどんどん大切にな

ってきます。間違えてもいいので自分で書いてみましょう。 

 まずは、授業からです。クラスの雰囲気が大切、という事を実感した人も

多いと思います。人数に関係なく、みんなで授業をつくっていきましょう。 

 

２日目 １０月１４日 （金） 
 教科 ✐テストコメント 

１

限 
国語 

 今回のテストは、全体的によく復習して頑張っていたと思います。特に、

十二支を答える問題は、ほとんどの人がよくできていました。やれば覚えら

れる。覚えれば書けるにつながるので、この調子で続けてください。 

 古文は、仮名づかいを答える問題を現代語訳の問題と間違える人が、まだ

まだたくさんいます。気を付けてください。また主語を答える問題は、古文

の内容をよく理解して、誰の動作か、誰の言葉かをはっきりさせておいて、

テストに臨んでください。 

 漢字は今回も、しっかりやった人と、そうでなかった人の差が大きく出ま

した。期末テストに向けては、これまで以上に授業を大切にして、ノートを

書き、こつこつ努力を続けましょう。 

 

２ 

限 
英語 

「教科書を何度も音読してくる」「ノートの大事な表現を見直してくる」「基

本の徹底をしっかり！」と呼びかけたこともあって、かなりの人がしっかり

見直しをしてきてくれた結果がでたと思います。ただ、英文の意味がだいた

いわかっても、どうしても書く、と言った「表現」の分野が苦手な人が目立

ちます。20 点の配点のうち、まずは 10 点を目指しましょう。しっかり音読

→単語プリントでしっかり日本語を見て英語を書けるか、英語を見て意味が

わかるか練習→ノートの☆印の文からまず暗記→Part1.2 の比較的やさしい

本文を次に暗記→暗唱した文を英語で書けるか何度も練習→余裕がある人は

Part.3.4 も頑張って暗記。まずはしっかり音読からが基本学習です。配点を

今回は変えたこともありますが、みんなの力も確実についています。授業の

真剣な様子を見ていたら伝わってきます。次回も頑張って下さい。 

 

 

2 年生 学年だより 
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